
目標 1,000 1,100 1,200 1,300 ① 栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果
③ 人

実績 521 - - - 成果指標の ② 栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果

観光ボランティアガイド協会の登録人数 目標 40 40 50 50 取得方法 ③ 栃木県観光客入込数・宿泊数推定調査結果
④ 人

実績 30 - - - ④ 佐野市観光ボランティアガイド協会会員名簿

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

積極的な誘客 ①国内に居住す ①②本市の魅力を 来訪者満足度 目標 92 95 95 95 インバウンド ①市内事業所 ①受入環境を整備 ハラール対応事業 目標 22 23 23 24
① ％ ① 店

を図る観光戦 る人 知ってもらい、来 実績 95.2 - - - 誘客の強化 ②アジアの観光 してもらう。 者数 実績 18 - - -

略の推進 ②アジアの観光 訪、宿泊してもら リピーター率 目標 77 78 79 80 客 ②本市に来訪、宿 外国人宿泊数 目標 1,000 1,100 1,200 1,300
② ％ ② 人

客 う。 実績 81.4 - - - 泊してもらう。 実績 521 - - -

広域での連携事業 目標 17 17 18 18 目標
③ 事業 ③

数 実績 13 - - - 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

コンベンショ ①関連イベント ①本市で開催する コンベンション事 目標 8 9 10 10 おもてなしの ①市民 観光客に対するお 観光ボランティア 目標 40 50 70 90
① 事業 ① 回

ン事業の推進 ②関連作品 。 業数 実績 12 - - - 心の醸成 もてなしの心が醸 ガイドの活動回数 実績 8 - - -

②本市で撮影する ロケ誘致件数 目標 23 25 28 30 成されている。 まちの駅の数 目標 35 43 50 55
② 件 ② 箇所

。 実績 19 - - - 実績 35 - - -

目標 目標
③ ③

実績 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・「新しい生活様式」に沿いながら、栃木県や近隣市町及び観光協会と連携して広域的で効果的な観光情報の発信 【施策の取組方針達成状況】

に取り組む。 □ 全て達成 ・栃木県や両毛地域の各自治体と連携し観光情報の発信に取り組んだ。

・両毛ムスリムインバウンド推進協議会を中心に企業や地域と連携し、インバウンド受入態勢の充実に取り組む。 ・両毛ムスリムインバウンド推進協議会は、活動を休止した。訪日ムスリムインバウンド地域おこし協力隊を雇
取組

・コンベンション事業及びフィルムコミッション事業の推進を図る。 ■ 一部未達成 用しインバウンド受け入れ態勢の充実に取り組み始めた。
方針

・観光ボランティアガイドの活用促進を図るため、養成講座や視察研修等を通して「おもてなしの心」の醸成と観 ・ＤＭＯとコンベンション事業を推進した。地域おこし協力隊員を配置し、フイルムコミッション事業を推進し

光ボランティアガイド育成・増員に努める。 □ 全て未達成 た。
施

・観光地域づくりを行うための観光地域づくり法人（地域ＤＭＯ）と連携し、観光誘客の仕組みづくりに取り組む ・観光ボランティアガイドの養成講座を実施し、7名が修了した。
策

。 ・地域ＤＭＯと観光誘客の仕組みづくり（各種データ

令

の収集･分析に基づき

和

、ターゲット層を明確

５

化し、そのタ

□ 全て達

年

成 ーゲット層を呼び込

度

むための戦略）に取り

　

組んだ。佐野市観光協

施

会が地域ＤＭＯ(観光

策

地域づくり法人）に登

・

録

された。
成果

□ 一部

基

未達成 【成果指標達成

本

状況】
指標

・観光入込

事

客数、観光宿泊客数、

業

外国人宿泊客数は、目

マ

標に対してそれぞれ7

ネ

5.6％、94.9％

ジ

、52.1％と一部増

メ

加

■ 全て未達成 に転じ

ン

ているものの、目標達

ト

成にはいたらなかった

シ

。

・観光ボランティア

ー

ガイド協会の登録人数

ト

は、昨年と比し減少し

　

たため、目標達成には

（

至らなかった。

基本事

令

業名 令和4年度基本事

和

業の取組方針 基本事業

４

の取組方針・成果指標

年

達成状況 基本事業名 令

度

和4年度基本事業の取

実

組方針 基本事業の取組

績

方針・成果指標達成状

に

況

積極的な誘客を図 ・

基

栃木ＤＣをきっかけと

づ

した本市に 取組方針 ■

く

全て達成 □ 一部未達成

評

□ 全て未達成 インバウ

価

ンド誘客 ・両毛ムスリ

）

ムインバウンド推進協

 

取組方針 □ 全て達成 ■

作

一部未達成 □ 全て未達

成

成

る観光戦略の推進 お

日

ける観光誘客の仕組み

 

づくりにつ 成果指標 □

 

全て達成 ■ 一部未達成

令

□ 全て未達成 の強化 議

和

会や企業等と連携し、

 

インバウン 成果指標 □

6

全て達成 □ 一部未達成

年

■ 全て未達成

いて、地

 

域ＤＭＯなどの観光関

3

連団 【基本事業の取組

月

方針達成状況】 ド向け

 

の情報発信や受入態勢

5

の充実 【基本事業の取

日

組方針達成状況】

体等

基

と連携し、本市への観

本

光入込客 ・地域ＤＭＯ

目

が主催する佐野市観光

標

地域づくり協議会に参

名

画し、多 を図る。 ・Ｊ

0

ＮＴＯにより、佐野市

2

観光協会が外国人観光

新

案内所の認定を受

数・

た

宿泊者数の増加と来訪

な

者満足度 様な関係者と

流

観光の現状を協議し、

れ

課題を洗い出した。 け

の

た。

のアップを図る。

創

・両毛地域・東武鉄道

造

観光誘客連絡会議、「

に

本物の出会い栃木」協

よ

・栃木県国際観光推進

る

協議会に参画した。

・

賑

近隣市町、関係機関と

わ

連携した広 議会、アン

う

テナショップ協議会、

ま

三毳山連携構想に参加

ち

し、都内な ・外国人お

づ

もてなし英会話セミナ

く

ーを開催した。

域的か

り

つ効果的な観光キャン

観

ペーン どで観光キャラ

光

バンを実施した。 ・英

推

語版佐野ラーメンマッ

進

プを作製、配布した。

課

の実施等、本市の観光

政

情報・魅力を 【成果指

策

標達成状況】 ・インバ

体

ウンド向けモニターツ

系

アーを実施した。

発信

政

する。 ・来訪者満足度

　

、リピーター率は目標

策

を達成した。 ・訪日ム

　

スリムインバウンド地

名

域おこし協力隊員を雇

0

用した。

・広域での連

1

携事業数は、新規がな

観

かったため目標を達成

光

出来なか 【成果指標達

と

成状況】

った。 ・ハラ

コ

ール対応事業者数は、

ン

閉店や提供をやめた店

ベ

舗があり、目標

を達成

ン

出来なかった
基

・外国

シ

人宿泊数は、新型コロ

ョ

ナウイルス感染症に関

ン

する水際対策の
本

緩和

に

があり、昨年より増加

よ

したが目標を達成でき

る

なかった。
事

コンベン

賑

ション事 ・観光地域づ

わ

くり候補法人（地域Ｄ

い

取組方針 □ 全て達成 ■

と

一部未達成 □ 全て未達

活

成 おもてなしの心の ・

力

観光客に対する「おも

あ

てなしの心 取組方針 ■

る

全て達成 □ 一部未達成

ま

□ 全て未達成
業

業の推

ち

進 ＭＯ）と連携し、コ

づ

ンベンション事 成果指

く

標 □ 全て達成 ■ 一部未

り

達成 □ 全て未達成 醸成

施

」の醸成と広域的な観

策

光案内ができ 成果指標

主

□ 全て達成 ■ 一部未達

管

成 □ 全て未達成

業を誘

課

致する。 【基本事業の

長

取組方針達成状況】 る

施

観光ボランティアガイ

　

ドの育成・ 【基本事業

策

の取組方針達成状況】

　

・ロケを積極的に誘致

名

し、ロケ地の ・観光地

0

域づくり法人（地域Ｄ

1

ＭＯ）と連携し、コン

ひ

ベンション事 増員を図

と

り、観光ボランティア

を

ガイ ・観光ボランティ

集

アガイドの養成講座を

め

11回開催し、７人会

る

員が増

情報をＳＮＳ等

観

を介して全国に発信 業

光

を誘致することは出来

戦

なかった。 ドの利用促

略

進を図る。 えた。観光

の

案内実施回数は46回

展

（昨年度比＋43回）

開

で、従事者は延

する。

石

・フィルムコミッショ

川

ン事業を推進するため

　

、地域おこし協力隊員

順

・観光客と市民の交流

一

促進を図るた べ124

施

名(昨年度比＋115

策

名)であった。

を配置

関

し、ロケ地一覧やロケ

係

実績を情報発信、ロケ

課

地選定の協力、 め、新

広

たな「まちの駅」設置

報

と駅間 ・まちの駅は新

ブ

たに１か所増えた。パ

ラ

ンフレットやのぼり旗

ン

の作製

公共施設等の使

ド

用申請等を行った。 の

推

連携強化を図る。 、ま

進

ちの駅通信の発行し、

課

どまんなかフェスタ佐

、

野２０２２へ出展

【成

市

果指標達成状況】 のほ

民

か、駅間の連携強化を

生

図った。

・コンベンシ

活

ョン事業数は、12件

課

で目標を達成出来なか

、

った。 【成果指標達成

産

状況】

・ロケ誘致件数

業

は、19件で目標を達

政

成出来なかった。 ・観

策

光ボランティアガイド

課

の活動回数は、新型コ

、

ロナウイルス感染

症に

農

関する影響で、大型観

政

光バスでのツアーが減

課

少したため、依頼

が減

、

少し、目標を達成する

農

ことが出来なかった。

山

・まちの駅の数は、１

村

駅加入したため目標を

振

達成することが出来た

興

。

４．施策の基本情報

課

社会情勢変化、国・県

、

の動向、市民・議会意

文

見等 施策の成果向上に

化

向けての役割分担

・2

推

022年10月に「い

進

ちご一会とちぎ国体」

課

及び「いちご一会とち

、

ぎ大会」が開催された

ス

。 市民 事業所 行政

施 ・

ポ

新型コロナウイルス感

ー

染症拡大の防止のため

ツ

、入国制限が強化され

推

ていたが、徐々に規制

進

が解除されてい ・市内

課

の魅力を伝える。 ・ロ

、

ケ地の提供などフィル

文

ムコミッション事 ・広

化

域連携による観光誘客

財

策を検討する。

策 った

課

。 ・フィルムコミッシ

１

ョン事業にエキストラ

．

とし 業に協力する。 ・

施

事業者や関連機関と連

策

携し、観光プロモー

の

の

・国内においても、段

目

階的に行動制限が緩和

的

された。 て協力する。

と

・旅行者のニーズに対

成

応した産品の開発やサ

果

ションを行う。

基 ・お

把

もてなしの心で観光客

握

を受け入れる。 ービス

こ

を提供する。 ・効果的

の

な誘客対策を実施する

施

。

本 ・観光ボランティ

策

アとして協力する。 ・

は

行政と積極的に連携す

、

る。 ・「新しい生活様

誰

式」に沿った受入環境

、

を整

本 ・外国人旅行者

何

への理解を深める。 ・

を

まちの駅に登録する。

対

備する。

情 ・おもてな

象

しの心の普及、啓発を

と

する。

報

５．施策全体

し

の総括・今後の課題・

て

今後の方向性
施策の成

い

果実績と施策の基本情

る

報及び施策コストに関

か

する全体総括 今後の課

対

題 今後の方向性

・新型

象

コロナウイルス感染症

指

の接種率の上昇等によ

標

る移動行動制限の緩和

単

により、施策の成果指

位

標においてはプ 【令和

R

５年度で解決する課題

4

】 ①栃木県や近隣市町

R

、観光事業者や鉄道事

5

業者等と連携した広域

R

的な

ラスに作用し、観

6

光入込客数は前年比1

R

.1％減となったが、

7

観光宿泊客数が39.

①

2％増、外国人宿泊1

②

8.9％増とな ・特に

③

なし 観光ＰＲを実施し

観

、本市の魅力を発信す

光

る。

った。しかし、コ

の

ロナ禍以前の状況には

目

なっていない。目標に

的

達していないため、広

で

域での連携事業により

佐

、観 【令和５年度以降

野

にも引き継がれる課題

市

】 ②アフターコロナを

を

見据え、地域おこし協

訪

力隊員、企業と連携し

れ

、飲

光入込客数を増加

て

させる必要がある。 ①

も

県や近隣市町や関係機

ら

関と連携した広域的か

う

つ効果的な観光情報の

、

食業、宿泊施設等の外

宿

国語対応を推進する。

泊

・両毛ムスリムインバ

し

ウンド推進協議会は活

て

動停止状態となった。

も

発信 ③フィルムコミッ

ら

ションのホームページ

①

の内容を充実させるこ

国

とや、

・訪日ムスリム

内

インバウンド地域おこ

に

し協力隊員を配置した

居

。 ②アフターコロナを

住

見据えたインバウンド

す

誘客の受入態勢の充実

る

ＳＮＳを活用した本市

人

の魅力発信を行い、ロ

（

ケの誘致及び誘客を図

関

る

・外国人宿泊数は目

東

標に大きく及んでいな

地

い。施設の受入態勢が

方

整っていないことが要

）

因となっている。 ③ロ

①

ケの積極的な誘致とフ

関

ィルムコミッションで

東

支援した作品による 。

地

・フィルムコミッショ

方

ン事業において、ドラ

１

マの撮影等を誘致した

都

。また、ホームページ

６

やＳＮＳにおいて情報

県

ロケ地巡りによる観光

の

誘客 ④地域ＤＭＯと連

人

携し、交通の利便性を

口

ＰＲし、コンベンショ

千

ン事業

発信した。観光

人

誘客と組み合わせた取

4

り組みができず、ロケ

3

誘致件数は目標に届か

,

なかった。 ④コンベン

5

ション事業による観光

3

誘客 を誘致することで

5

、観光誘客を図る。

・

-

コンベンション事業に

-

おいて、地域ＤＭＯと

-

連携し、大会等の誘致

う

に取り組んだ。今後も

人

観光客を増加させる ⑤

を

観光ボランティアガイ

増

ドの育成・増員と活用

や

⑤観光ボランティアガ

す

イドのスキルアップの

こ

ため、オリジナルガイ

と

ド

ため、より多くのコ

が

ンベンション事業を展

こ

開する必要がある。 ⑥

の

地域ＤＭＯと連携した

施

観光誘客の仕組みづく

策

り や自主勉協会、視察

の

研修を行う。

・観光ボ

目

ランティアガイド数と

的

活動回数が目標に対し

で

低い状態となっている

あ

。 【令和６年度重点課

り

題】 ⑥地域ＤＭＯと連

、

携し、ライトアップ事

観

業等を実施し、観光誘

光

客を図

・令和５年３月

客

３１日に佐野市観光協

の

会が地域ＤＭＯ（観光

入

地域づくり法人）に登

込

録された。 ⑦クリケッ

施

トを活用したインバウ

策

ンドの研究と推進 る。

の

・インバウンドを増加

目

させるにあたり、市を

的

訪れる外国人の行動パ

②

ターンなどの分析がで

ア

きていない。 ⑦佐野市

ジ

国際クリケット場を活

ア

用する外国人に対し、

の

嗜好調査を実施

・「ひ

観

とを集める観光戦略の

光

展開」部分の令和４年

客

度決算額は、約4,6

②

22万円で、令和３年

ア

度決算額約2,771

ジ

万円 し、本市を訪問し

ア

た際の行動パターンや

か

嗜好品を把握する。嗜

ら

好調査

に対し1,85

の

1万円増加した。理由

観

としては、佐野市観光

光

協会の新型コロナウイ

客

ルス感染症対策支援と

数

三毳山大文 をまとめ、

千

業種別リスト及びマッ

人

プを作成し、ＨＰ等に

3

より発信し、

字焼きの

,

廃止に伴う原状回復支

0

援と令和４年度に実施

0

したどまんなかフェス

1

タ佐野、うんめぇもん

-

まつり開催支 本市での

-

経済行動につなげる。

-

援に関する支出が増加

数

によるものである。

や宿泊数を把握することにより各種事業の成果向上が期
「対　象」

③市民（市内事業所を含む） ③ 市の人口 人 115,700 - - - 待できるため、成果指標として設定した。

④ 成果指標 ④市民がおもてなしの心を持っていることのひとつの形と

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 して、中心的に活動する観光ボランティアガイド協会の登

①②佐野市を訪れてもらう。 市の観光客入込数 目標 8,500 8,600 8,700 8,800 録者数や活動回数を把握することにより、各種事業の成果
① 千人

①②佐野市に宿泊してもらう。 実績 6,429 - - - 向上が期待できるため、指標として採用した。

③おもてなしの心で観光客を受け入れる。 市の観光客宿泊数 目標 60,000 61,000 62,000 63,000
施策の目的 ② 人

実績 56,943 - - -
「意　図」

外国人宿泊数


